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第5回
景観計画市民ワークショップ
～景観計画はつくってからがスタート～

開催日時：令和7年5月24日 13：00～

開催場所：ふれあい学習センター

北広島市企画部都市計画課
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これまでのワークショップの振り返り



• 第1回 北広島市のイメージを考える（7月27日(土)）

• 第2回 北広島らしさってなんだろう？ （9月28日(土)）

• 第3回 景観フィールドワーク（10月5日(土)）

• 第4回 北広島市の景観づくりを考えよう（11月30日(土)）
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これまでの振り返り

令和6年度は、計4回のワークショップを実施しました。



これまでの振り返り
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第1回：「北広島市のイメージを考える」 令和6年7月27日(土) 参加者：19名

北広島市の地図を描き、景観を構成する要素を抽出しました。
また、北広島市の景観の良いところや課題について意見を出し合いました。

• JR北広島駅

• 国道36号、国道274号、高速道路、道道栗山北広島線

• 輪厚川

• レクリエーションの森

• 旧島松駅逓所

• 北海道ボールパークＦビレッジ

• 北広島団地

• 畑、森、旧島松駅逓所が一体となった自然と歴史を感じられる景観

• 自然の中を散策できるエルフィンロードは、ほかにはない北広島らしい景観

• レクリエーションの森や輪厚川など、周辺の自然と調和したボールパークの景観

• 竹山地区からは樽前山の山なみが見え、周辺ののどかな風景も良い。

• 野幌原始林の自然豊かなところ。秋は道道栗山北広島線から見える紅葉がきれい。 など

• 太陽光パネルや資材置き場、砂利採取などが露出しており、沿道景観を阻害している。

• 国道や道道などメインとなる通りに街路樹などの潤いある緑が少なく、看板なども統一感がない。

• ボールパークに向かう際の沿道に高揚感を感じられる景観づくり など

北広島の景観を構成する主な要素

北広島の景観のよいところ

北広島の景観の課題



これまでの振り返り
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それぞれが思う「北広島らしさ」について意見を出し合い、キャッチフレーズにしてまとめました。

第2回：「北広島らしさってなんだろう？」 令和6年9月28日(土) 参加者：18名

緑に囲まれるように市街地が形成され、日常の生活で身近に自然を
感じられる

誰もが知っているわかりやすい景観はないが、札幌と新千歳空港の
間に位置するため、多くの人が行き交う交通の要衝

旧島松駅逓所やその周辺など、開拓の歴史を感じられる景観がある
先人たちの景観づくりの精神を受け継ぎ、次世代につないでいく

丘陵の地形で眺めのよいところが多い
丘陵地の森林に囲まれ、緑豊かな環境が身近にある

「緑の中に6つの個性のある街 北広島」

「自然豊かな住宅地」

「心も身体も健康に暮らせる緑の街」

「メインはないけど必経（必ず経由する）の街 北広島」

「空港も買い物も便利なまち 北広島」

「開拓の歴史」

「先人からの心を大切にし、次世代につなげるまち」

「地形を生かした坂の街」

「眺めのいい街 きたひろしま」

「高低差があってながめの良いまち」

「自然豊かな丘陵のまち」

キャッチフレーズ
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第3回：「景観フィールドワーク」 令和6年10月5日(土) 参加者：14名

• 丘陵の地形で、多少のアップダウンがありますが立体的に緑豊かな山林が連なり、遠くに恵庭岳や樽前山の素晴

らしい景観があります。人々が暮らす街中には、ゆったりした時間が味わえる、緑の街路樹、トリムコースや公園

が整備されています。北広島市民を含めて多くの方々に、北広島の良さを実感してもらいたいです。この、癒され

る丘陵のまち北広島市を、何時までも残しておく責任が我々には有ると確信しました。

• 住民の暮らしが街の景観を作っていくように感じました。ということは、今回の計画づくりはこれからの街づくりには

大事なことだと思いました。また、今回のワークショップは気がつかなかった北広島の魅力を発見することができた

と思います。

• 景観計画ワークショップに参加する前は知らなかった北広島市内の良い景観や悪い景観を、話し合ったり実際に

見て回ることで、これからの北広島市の景観をどう守っていけばよいのか、具体的に考えることができました。

• これまで3回、ワークショップに参加しました。北広島の地形や歴史のお話を聞いたうえで現地を見たことで、まち

のことがとても良くわかり、貴重な体験となりました。みどり豊かなまちであるということはとても魅力的ですが、魅

力的に維持していくことはとても大変なことだと思います。いろいろな人がつながって知恵を出し合い、良いまち、

景観をつくっていけるとよいですね。

ワークショップで多く挙がった場所や北広島の特徴的な景観を見て回るフィールドワークを実施しました。

みなさんの感想

 防災センターからの眺め（低地から見る丘陵の緑とエスコン、背景の山並み）

 主要道路の沿道景観（北進通、中央通、国道274号、道道栗山北広島線）

 トリムコース（身近に自然を感じられる遊歩道、ほかにはない特徴的な景観）

 竹葉公園からの眺め（長沼方面の農地や馬追丘陵、夕張山地、北広島団地の街並みも一望できる360°パノラマ景観）

 竹山からの眺め（恵庭岳、樽前山など支笏湖方面の山々を一望できる）

 旧島松駅逓所と三島・島松の景観（開拓の歴史を感じる景観）

フィールドワークのコース
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第4回：「北広島市の景観づくりを考えよう」 令和6年11月30日(土) 参加者：18名
これまでのワークショップを踏まえて、特に大切にしたい景観について意見を出し合いました。
また、近年増加している太陽光発電施設と景観の調和について話し合いました。

• 竹山からの山並みの眺望を守る。太陽光発電をこれ以上広げない。

• 旧島松駅逓所とその周辺の開拓の歴史を感じる景観、水田の景観を守りたい。

• 低地から山地まで360度見渡すことのできる竹葉公園からの眺望を末永く守ってほしい。市民が大切にし

ている場所。

• 道道栗山北広島線沿線の四季を感じる自然、緑を残していきたい。

守
る
景
観

な
お
す
景
観

つ
く
る
景
観

• 国道274号沿いは工場や中古車屋、太陽光発電などで景観がよくない。沿道に緩衝帯があるとよい。

• 北進通や道道栗山北広島線などのFビレッジへのアクセス道路がFビレッジとの統一感がない。

• エルフィンロードやトリムコースの雑草・道路のでこぼこが目立つ。歩いて楽しくなる仕掛けがあるとよい。

• 手入れがされずに放置されている住宅地の空き地・空き家が景観を損ねている。

• 眺めがよい竹山には歩行者道路や眺望スポットがあるとよい。眺望を妨げないよう建物は控えめに。

• Fビレッジ周辺はこれからもっと景観づくりができそうなエリア

• Fビレッジへ向かう高揚感を感じられるアクセス道路の景観づくり。今のままでは面白みや華やかさがない。

• 北広島駅前や新駅の新しい景観づくり

太陽光発電施設と
景観の調和について

• 竹山や竹葉公園からの眺望範囲には設置させない。

• 旧島松駅逓所周辺は開拓の歴史を感じられる景観であり、太陽光発電があると台無し。

• 道道栗山北広島線などの豊かな自然を感じる沿道から目に入るところには設置させない。

• 国道36号や国道274号などの主要道路では、設置のルールを設けたほうがよい（沿道か

ら見えないよう植栽する、形状や色のルールをつくる、住民説明の義務化など）

特に大切にしたい景観
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景観計画の検討状況について



景観計画の構成（案）と検討事項

概要 取組内容

1章 北広島市の概要 北広島市の概要について

2章
策定の目的、
計画の位置付け

景観計画策定の背景、目的、景観条例の位置付けについて

3章 北広島市の景観
特性

北広島市の景観特性と課題について
現況調査、基礎調査の結果から景観特性や課題を整理

4章 景観形成の基本
的な考え方

基本目標、基本方針、計画区域やエリア区分について
北広島の景観特性と課題を踏まえ、北広島市らしい景観形成の基本的な考え方と
なる目標や方針を設定

5章 景観形成の展開
良好な景観の形成に向けた取組について
景観法に基づく届出・協議による景観誘導、景観資源の指定、景観形成施策の拡
充、普及啓発など、良好な景観の形成にむけた取組について整理

6章
景観形成の
推進体制

景観形成の推進、管理・評価の体制や仕組みについて

9



基本目標（案）
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基本目標（案）

• 北広島の自然は、暮らしのすぐそばに手つかずの原始林があり、豊富な水源など水辺の環境にも恵まれてい
ます。多様な生物を近くで目にすることもでき、日常生活の中で、豊かな自然を感じることができます。

• また、北広島の丘陵地形は、遠くの山々や街を一望できる広がりのある景観を形成しており、このような自然や
地形が形成する北広島らしい景観は、無意識のうちに、私たちの生活の一部になっています。

• 北広島の自然環境は、明治の開拓期から先人たちの知恵と工夫により、農地と共存するかたちで守り育ててこ
られたものです。今もなお私たちが良好な景観として享受することができており、未来に伝えるべき財産です。

丘陵の身近な自然を大切にしつつ、暮らしのなかで
育んできた緑や安らぎを感じられる景観を、
市民・企業と共に守り、育み、未来につなげます

• エスコンフィールド北海道も、丘陵の緑の稜線と調和する
シルエットや、球場にいながら身近に自然を感じることの
できる環境により、新しい北広島の景観として、市内外の
多くの人たちに印象づけるものとなっています。

• 丘陵地の自然環境や眺望と、人の暮らし、まちの発展に
よる新しい魅力を調和させ、うるおいや賑わいを感じる豊
かな暮らしの実現と、シビックプライドを育む北広島らしい
景観を、市民・企業と共に築きあげます。

市防災センターからの眺め

※短くて、市民に伝わりやすい、キャッチーな表現を検討中



基本方針（案）
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基本目標（案）

基本方針（案）

丘陵の身近な自然を大切にしつつ、暮らしのなかで育んできた緑や安らぎを
感じられる景観を、市民・企業と共に守り、育み、未来につなげます

目標を実現するための景観形成の基本方針を、次の6つの視点から示します。

北広島の基盤となる自然景観の保全

視点 １

暮らしの営みが創出する街の景観

視点 ２

豊かな緑と街の賑わいを形成する沿道景観

視点 ３

新たな感動が生まれる北広島の景観

視点 ４

市民・企業・行政が協働で育む景観

視点 ５

街を誇りに思う心を育む景観の学習

視点 ６
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• 丘陵の緑の稜線は、北広島のまちの背景を構成する重要な要素です。さらに丘陵の樹林や水辺は生物の
多様性を育み、私たちに身近な自然を感じさせてくれます。

• また、丘陵の頂部から見晴らす雄大な山並みや市街地、畑地の広がりは、北広島らしさを感じさせる魅力的
な景観となっています。

• 丘陵を水源とする水は、農業など私たちの暮らしの景観を支えてくれています。

• このように、北広島の景観の基盤となる丘陵の自然の豊かさと恵みを、将来にわたって残していきます。

基本方針１

自然の豊かさと恵みをもたらす 北広島の丘陵を守ります



基本方針（案）
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• 住宅地やその周辺では、庭先の植栽や公園、緑道、街路樹、広場、水辺などが、ゆとりやうるおい、四季を
感じられる良好な景観を形成しています。

• また、北広島は、緑道や園路など、歩行者の利用しやすい居心地がよく歩きたくなる環境が充実しています。
北広島団地地区の緑道はトリムコースの愛称で親しまれ、四季折々にその表情を変える景観が、住民の生
活の一部になっています。

• 生活道路などでは、住民による清掃活動や花植えなどの緑化活動により、地域によって表情の違う美しく個
性豊かな景観が形成されています。

• このように身近な自然を守り育むことで、暮らしのなかに緑のうるおいと安らぎを感じる、居心地の良い居住
環境と、歩きたくなる景観を形成していきます。

基本方針２

暮らしのなかに緑のうるおいと安らぎを感じ、
歩きたくなる景観を形成します

輪厚中央通 中央通 トリムコース らいらっく通



基本方針（案）
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• 北広島を訪れる際の国道や道道、JRなどの主要なアクセス道路の景観は、郊外部では樹林地や農地など
が緑豊かで自然的、農村的な印象を与えており、市街部では、産業的な賑わいのなかに、街路樹や緑地の
緑が、うるおいある印象を与え、それぞれが魅力的な景観を形成しています。

• 特に、丘陵部では、自然が四季折々に演出する道すがらの風景をつくりだしており、北広島の特徴的な景観
となっています。

• このように北広島を印象づける沿道景観は、郊外部では、樹林地や農地などの自然と調和した景観形成を
進め、市街部では、緑のうるおいを感じ、建築物や屋外広告物などがすっきりとして、まとまりのある景観形
成を進めます。

• また、自然景観をゆったりと楽しめるサイクリングロードは、市内外の人々が余暇を過ごすなかで、北広島の
緑の豊かさを感じる代表的な道路であるため、沿道景観を大切にしていきます。

基本方針３

丘陵の豊かな緑と街の賑わいを感じる 沿道景観を形成します
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• 北広島のまちづくりは、初めての寒地稲作の成功にはじまり、フィンランドのタピオラをモデルとした北広島
団地の造成、これまでにないボールパークの誘致・建設など、丘陵の自然と共生しながら、新しいことへ果
敢に挑戦し続けてきた歴史のうえに築かれてきました。

• このような先人たちの精神を引き継ぎ、住んでいる人には誇りと愛着を、訪れる人には北広島を強く印象づ
ける、新たな感動が生まれる景観形成に挑戦します。

基本方針４

先人たちが挑戦し続けてきた精神を引き継ぎ、
新たな感動が生まれる 北広島の景観を形成します
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• 良好な景観形成は行政だけでなく、市民や企業と協働することが不可欠です。

• 市民や企業による緑化や景観保護などの主体的な活動のほか、大切な景観を守るために市民が自ら提案
する活動など、市民のまちへの愛着を大切にすることで、持続可能な活動が生まれてきます。

• 市民・企業・行政が連携し、同じ目標に向かいそれぞれの立場から積極的に関わることで、誇りと愛着を持
てる魅力ある北広島の景観を育んでいきます。

基本方針５

市民・企業・行政の協働により 身近に親しめる景観を育みます



基本方針（案）
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• 私たちが普段目にする景観は、先人たちの営みの積み重ねによって生まれたものであり、注意深く見ること
で新たな気づきが得られ、まちへの誇りや愛着が深まります。

• 景観は市民の日々の暮らしの中で育まれるものであり、市民一人ひとりが景観について知り、関わり、行動
することで景観を育んでいきます。

• 北広島の景観を市民が知る機会や子どもたちが学習する機会をつくり、我が街の景観を誇りに思う心を育
んでいきます。

基本方針６

市民一人ひとりが北広島の景観を知り、考える機会をつくること
で、我が街の景観を誇りに思う心を育みます

R5 こども会議R6 東部中学校フィールドワーク R6 景観計画フィールドワーク
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北広島市の景観づくりの取組



北広島市の景観づくりの取組
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公共施設・公共空間の緑化



北広島市の景観づくりの取組
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史跡旧島松駅逓所の開館前に有志（隊友

会北広島支部、自衛隊島松駐屯地、ソロ

プチミスト北広島支部など）とともに落ち葉

拾い等の清掃活動を実施

旧島松駅逓所の清掃活動



北広島市の景観づくりの取組
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花いっぱい運動

昭和58年から始まった取組で、

毎年、自治会・町内会やボラン

ティア団体などに花苗を配布し、

街区公園や街路樹桝などに植

栽をしている
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エルフィンパークのＦビレッジ装飾

Fビレッジへ向かう方の玄関口になるJＲ北広島駅のエルフィンパーク

「ボールパークがある街」を感じられるＦビレッジの装飾を実施
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ひろえば街が好きになる運動

誰でも手ぶらで気軽に参加できる市民参加型の清掃活動として、市、ファイター

ズスポーツ＆エンターテイメント、JTの3者共催で実施


